


第1部　連携中枢都市圏構想の現状と課題
　　　　　福山地域
福山市議会議員高木　たけし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１、福山市の連携中枢拠点都市構想の現状
１、今年2月に、びんご圏域ビジョンを作成し、10月に人口ビジョン、総合戦略が決定されました。
　　これは、国が進める地方創生の一環で全国の先進地に10月に新交付金を支出しましたが、この交付金を福山市が受けるために全国に先駆け、作成したものです。

２、福山市人口ビジョン、福山市総合戦略は、人口減少に歯止めをかけ、活　　力と魅力ある地域づくりをすすめる事目的としています。
　　福山市は、このビジョン、総合戦略を作成するための基礎資料とするため、市民意識調査を実施しています。
　調査は、①結婚・出産・子育て　②定住・移住　③高校生の進学・就職に　　　関するもので、2015年7月から９月にかけて①は９５７/4000 ②は、１１０８/４０００　③は、１５００人に学校配布・回収を行いました。
　
　調査結果　別紙
特徴
[結婚・出産・子育て]
結婚をしていない理由はありますか？(複数回答可)
ふさわしい相手と巡り合えないから(49・8％) 
経済的に不安だから（２９・３％）
[理想のお子さんは何人ですか]
2人（４９・１％）
3人（３７・６％）
[どのような条件が満たされれば、理想のお子さんの数が持てると思いますか]
子どもの保育費用の負担軽減（７２％）
子どもの教育の負担軽減（６０％）
子どもの医療費の助成充実（５３・６％）

[定住・移住]
[転入した理由]
就職のため（２４・１％）　　結婚のため（２０．３％）　
家族・親族と同居・近居するため（１４・５％）

[福山市への転入者を増加させるために必要と思う行政施策]
子育てなどの生活環境の整備・充実(64・8％)
雇用の場の確保や職業の斡旋など雇用の支援(45・2％)
教育環境の整備・充実（３９・１％）

福山市人口ビジョン
· 自然動態
合計特殊出生率　5年平均　１・７１　国や県平均１・５４より上
出生数は横ばい　子どもを産む女性の数は減少
初婚年齢は、男性30歳、女性28・5歳で国・県よりも低い。有配偶率は、61・4％で中核市の中で高い。

· 社会動態
転入転出　24歳未満の転出超過が大きくなっている。進学・就職で市外への人口流出が起こっている。
製造業で転入が多く、卸業・小売業、宿泊業・飲食業で転出が大

· 人口動態
2010年以降転入超過が大きく減少。特に、15歳から64歳の生産年齢人口が減少が顕著。
要因、20歳代の女性、30差代の男性の転入超過が減少している。
15歳～49歳の女性数は、全国平均を上回る割合で減少。
結論　目指すべき方向
１、結婚・出産・子育てに関する希望を実現し、人口の自然現象を抑制
出会いから結婚、妊娠、出産、子育てまで切れ目のない支援の充実、若い世代の希望をかなえる環境づくりを推進。
２、「仕事」「人」の好循環をつくり、人口の減少を抑制する。
働く場の確保、大都市に負けない雇用の受け皿づくり、大都市からの｢ＵＩＪターン｣の取り組みの推進。
３、広域連携を推進し、魅力ある拠点を形成する。産学金官民が連携し、効率的・効果的なサービスの提供し、一定の圏域人口を維持し活力ある社会経済を維持するための拠点を形成。
· 将来人口：試算1、（出生に関する市民の希望が実現した場合）2060年に、約40．1万人を目指す。
福山市総合戦略
圏域ビジョンに加え、第5章福山市総合戦略の推進方針を追加
基本的考え方
いかなる状況にあっても、財政の健全性を維持し、持続可能なまちづくりを行うことが最大の市民サービス。真に求められる行政サービスは何かを見極め、効率的・効果的なものへと再構築。
連携中枢都市として、責任と役割を果たし、各市町と相互に補完しながら取り組む。人口減少が進行、成熟社会へ移行する中、これまでの経済成長により｢ものの豊かさ｣を実現してきた時代からの転換を図り、｢心の豊かさ｣が実現できる社会の実現を目指すことが必要。

福山市が目指すまち
安心・安全な社会を基盤として、乳幼児から高齢者まで、地域のだれもが心豊かに、いきいきと自分らしく暮らせる街です。
誰もが｢必要とされている｣、｢大切にされている｣と実感できる社会を実現し、人口減少社会にあっても心豊かに暮らせるよう、共同を規定に据え、行政はもとより、多様な主体が連携して街づくりに取り組む。
びんご圏域ビジョンと福山市総合戦略の推進体制の関係
Ｐプラン，Dドゥ、Cチェック、Aアクションで見直しながら、連携をする。
· びんご圏域ビジョン推進体制
産学官金民　民：民間

· 福山市総合戦略の推進体制
民産官学金労言
4つの視点　数値目標を掲げ、具体化
①安定した雇用を創出
創業促進支援、新商品・新技術の開発支援、知的財産等総合相談の充実、勤労者福祉の充実、女性の再就職支援。
技術者の育成・確保やイノベーションが生まれやすい環境をつくる。
元気な高齢者や女性の活躍の促進、成長産業(介護、エネルギー・環境、医療、観光、農林水産業)への支援、大都市圏からの企業移転の促進。6次産業化、農商工連携の推進として儲かる第1次産業の実現、地域資源を活用した6次産業化、売れる地域資源を見つけ、地域ブランドへと磨き上げる事のできる人材との連携。第1次産業の活性化―新規就農者・漁業就業者の育成、営農指導の充実、販路拡大の支援。ものづくり産業の競争力強化―企業立地の促進、地域産業の振興、福山港の利用促進。
②魅力を高め、新しい人の流れをつくる
基本方向
着地型観光の促進、広域観光ル―トの設定、定住人口増加に向けた情報発信・環境整備、圏域の魅力づくり、道の駅等を活用した地域活性化
コンベンション誘致の推進、民泊の推進、地域振興―中心市が地の活性化、と市ブランド戦略の活性化、ばらのまちづくりの推進、スポーツによる地域振興。
③若い世代の結婚・出産・子育てへの希望をかなえる。
基本方向
出会いの場づくり、小児救急医療体制の構築、子どもを産み育てやすい環境づくりの推進―若者交流の支援、子育て支援の充実、保育サービスの充実、ワークライフバランスの推進、出産支援の充実
④安心・安全に暮らし続ける事ができる地域をつくる。
基本方向
高度医療・救急医療体制の確保、医師の確保、看護師の養成・確保、地域包括ケアシステムの構築、公共施設の広域的な管理・運用等―健康づくり(食育の推進）、時代に対応したまちづくり(生涯活躍のまちづくり、未来を拓く拠点づくり）地域を支える人材(持続発展教育の推進、地域で学習できる環境づくり）

２、連携市町の状況
· 三原　人口ビジョン、総合戦略　今年全員協議会で説明。
· 世羅　12月議会に長期総合計画と合わせ、出てくる。アンケートを取ってつくっている。
· 尾道　説明会を開いた。全協ではない。
· 笠岡　総務委員会に出てきた。全協で説明。
· 府中

３、課題
市民意識アンケートを行い市民の声にこたえるとしながら、市民が求めている子どもの医療費の助成、保育料の負担軽減、教育費の負担減、正規雇用への採用などについて、施策に反映させない。
総合戦略推進に、住民参加ができていない。６次産業化、競争に勝てる一次産業でなく、ＴＰＰ反対し農業保護こそ行うべき。
地方包括ケアシステムによる地域の支え合いでなく、自治体の公的責任が求められる。公共施設の広域的管理は、選択と集中で公共施設の統廃合をすすめる　　　のでなく、住民合意に基づき行うべき。



